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こ
の
記
事
は
、
ご
門
徒
さ
ん
か
ら
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
て
載
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
た
ち
が
今
住
ん
で
い
る
こ
の
大
阪
。
そ
の
「
大
阪
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
最
古

の
文
献
か
と
い
う
記
事
で
あ
り
ま
す
。 

本
願
寺
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
僧
侶
、
蓮
如
（
一
四
一
五
～
一
四
九
九
年
）
が
室
町
時
代

後
期
の
明
応
七
（
一
四
九
八
）
年
に
記
し
た
和
歌
の
草
稿
が
、
「
大
さ
か
」
と
い
う
地
名

を
記
す
最
古
の
文
献
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
四
月
十
九
日
、
所
蔵
す
る
一
般
財
団
法
人
「
本

願
寺
文
化
興
隆
財
団
」
（
大
谷
暢
順
理
事
長
、
京
都
市
山
科
区
）
の
調
査
で
分
か
っ
た
。 

 

「
難
波
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た
そ
れ
ま
で
の
地
名
か
ら
、
現
在
に
つ
な
が
る
「
大
坂
（
大

阪
）
」
の
地
名
が
定
着
し
て
い
く
経
緯
を
探
る
史
料
の
一
つ
と
し
て
、
注
目
を
集
め
そ
う

だ
。 

 

草
稿
は
平
成
二
十
三
年
に
財
団
が
古
美
術
商
か
ら
購
入
。
和
歌
五
首
の
う
ち
、
信
心
の

大
切
さ
を
詠
ん
だ 

「
み
な
人
の
弥
陀
を
た
の
め
と
い
ふ
浪
の
は
や
を
と
た
て
ゝ
み
ゆ
る
大
さ
か
」 

な
ど
、
二
首
に
「
大
さ
か
」
の
文
字
が
あ
る
。
筆
者
名
は
な
い
が
、
専
門
家
の
鑑
定
で
、

筆
跡
な
ど
か
ら
蓮
如
自
筆
と
判
定
さ
れ
た
。 

 

草
稿
の
日
付
は
、
明
応
七
年
十
一
月
八
日
。
大
阪
と
い
う
地
名
は
文
献
上
、
蓮
如
が
明

応
六
年
十
一
月
に
信
徒
ら
に
向
け
て
発
し
た
「
御
文
章
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
手
紙
の
文
中

に
あ
る
「
大
坂
」
が
初
出
と
さ
れ
る
が
、
自
筆
の
原
本
は
未
確
認
で
、
写
本
の
み
が
残
る
。 

 

財
団
に
よ
る
と
、
確
認
さ
れ
て
い
る
写
本
は
、
息
子
の
実
如
の
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
本
が
最
古
。
大
阪
と
い
う
地
名
を
記
し
た
文
献
の
成
立
年
代
と
し
て
は
、
草
稿

が
写
本
よ
り
古
い
と
判
断
し
た
。 

 

蓮
如
は
明
応
八
年
三
月
に
死
去
。
和
歌
に
は
推
敲
の
跡
が
あ
り
、
財
団
の
藤
田
香
奈
子

学
芸
員
は
「
最
晩
年
に
書
か
れ
た
草
稿
だ
が
、
創
意
工
夫
を
怠
ら
な
い
、
蓮
如
上
人
の
性

格
が
表
れ
て
い
る
」
と
話
す
。 

 

草
稿
は
、
同
財
団
の
吉
崎
御
坊
蓮
如
上
人
記
念
館
（
福
井
県
あ
わ
ら
市
）
で
四
月
二
十

一
日
～
七
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
る
、
特
別
展
で
展
示
さ
れ
る
。 

 

と
締
め
ら
れ
終
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
今
回
の
蓮
如
上
人
と
「
大
阪
」
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 



 
こ
の
蓮
如
上
人
は
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
と
並
ん
で
、
私
た

ち
浄
土
真
宗
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
方
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
阪
人
に
と
っ
て
も
恩
人

で
あ
り
ま
す
。 

 

記
事
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
蓮
如
上
人
の
「
御
文
章
」
（
大
坂
建
立
章
）
に 
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な
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束
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束
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あ
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の
あ
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の
あ
り

の
あ
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け
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に
や

け
る
に
や

け
る
に
や

け
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と
あ
り
、
「
大
坂
」
と
い
う
地
名
が
最
初
に
あ
ら
わ
れ
た
文
献
が
、
こ
の
『
御
文
章
』

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
度
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
自
筆
の
も
の
で
最
古

の
も
の
が
今
回
の
草
稿
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
「
大
坂
」
の
地
名
が
現
在
の
大
阪
城
の
あ
た
り
で
あ
り
、
明
応
五
年(

一
四
九
六)

に
蓮
如
は
こ
こ
に
大
坂
御
坊
（
い
わ
ゆ
る
石
山
本
願
寺
）
を
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
京

都
の
山
科
に
あ
っ
た
本
願
寺
が
、
そ
の
後
、
六
角
定
頼
と
日
蓮
衆
徒
ら
に
焼
か
れ
た
た
め
、

本
願
寺
を
こ
の
大
坂
の
地
に
移
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
る
と
た
ち
ま
ち
本
願
寺
を
中

心
と
し
て
、
主
に
商
工
業
者
等
の
町
人
に
よ
る
、
二
〇
〇
〇
軒
を
こ
す
家
屋
の
集
ま
っ
た
、

寺
内
町
と
い
う
一
つ
の
都
市
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
大
阪
の
都
市
化
の
最
初
で
あ
り

ま
す
。 

 

そ
の
後
、
戦
国
時
代
に
は
信
長
と
本
願
寺
は
十
年
に
お
よ
ぶ
戦
争
を
繰
り
広
げ
、
つ
い

に
本
願
寺
は
退
去
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
十
年
、
天
正
十
九
年(

一
五
九
一)

に
、
秀
吉

が
京
都
六
条
に
寺
地
を
寄
進
し
て
建
立
せ
ら
れ
た
の
が
、
今
の
西
本
願
寺
で
あ
り
ま
す
。 

 

大
阪
冬
の
陣
、
夏
の
陣
で
焼
き
は
ら
わ
れ
た
大
阪
の
町
が
、
北
御
堂
御
堂
御
堂
御
堂
（
津
村
別
院
）
、

南
御
堂
御
堂
御
堂
御
堂
（
難
波
別
院
）
を
中
心
と
し
て
復
興
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
商
都
と
し
て
繁
栄
し
、
今

で
は
北
と
南
の
両
御
堂
を
結
ぶ
御
堂
御
堂
御
堂
御
堂
筋
が
、
そ
の
動
脈
と
し
て
息
づ
い
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
蓮
如
上
人
は
、
真
宗
の
流
れ
に
浴
す
る
私
達
に
と
っ
て
大
切
な
お
方
で
あ

る
と
共
に
、
今
日
の
商
都
、
国
際
都
市
と
し
て
の
大
阪
の
地
を
最
初
に
見
い
だ
さ
れ
た
点

で
、
大
阪
人
の
偉
大
な
恩
人
で
も
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
『
光
寿
』
）

 

※※※※
大
阪
大
阪
大
阪
大
阪
のののの
由
来
由
来
由
来
由
来 

古
く
は
「
難
波
」
「
浪
速
」
と
い
う
表
記
で
、
「
な
に
わ
」
「
な
み
は
や
」
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
十
四
世
紀
の
文
献
に
は
「
小
坂
（
お
さ
か
）
」
の
記
述
が
あ
る
。
蓮
如
が
大

坂
に
大
坂
御
坊
を
建
立
し
広
が
り
、
「
大
阪
」
の
表
記
は
江
戸
時
代
に
は
浸
透
、
明
治
以

降
に
定
着
し
た
。 

漢
字
表
記
は
当
初
「
大
坂
」
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
大
坂
の
「
坂
」
の
字
を
分
解
す
る

と
「
土
に
反
る
」
と
読
め
て
縁
起
が
悪
い
と
か
、
「
士
が
反
す
る
」
す
な
わ
ち
士
族
の
反

乱
と
読
め
る
こ
と
か
ら
「
大
阪
」
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
、
諸
説
あ
る
よ
う
だ
。 

 

◆◆◆◆
先
月
先
月
先
月
先
月
のののの
報
告
報
告
報
告
報
告
◆◆◆◆ 

五
月
十
三
日
（
日
）
午
後
七
時
よ
り
西
光
寺
本
堂
に
て
西
光
寺
講
総
会
を
行
い
ま
し
た
。 

四
月
の
総
代
会
・
役
員
会
を
経
て
、
皆
さ
ん
ご
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
西
光
寺
講

員
の
皆
様
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
賛
成
の
拍
手
で
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
長
い
間
総
代
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
、
寺
田
一
雄
様
、
吉
田
紀
夫

様
。
こ
れ
か
ら
は
顧
問
と
し
て
見
守
っ
て
頂
け
ま
し
た
ら
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
新
講
長
と
し
て
毎
川
哲
夫
様
を
講
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
こ
こ

に
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
、
新
・
旧
総
代
、
新
・
旧
役
員
の
皆
々
様
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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